
第１－５図　年齢層別交通事故死者数の推移�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　（　）内は，年齢層別死者数の構成率（％）である。�

の喜びに対する損失」等が算入されている場合が

ある。今後は，これらの損失の我が国における算

定方法について検討していく必要がある。

第２節 平成１３年中の道路交通事故の状況

１ 概 況

平成１３年中の交通事故（人身事故に限る。以下

同じ。）発生件数は９４万７，１６９件で，これによる死

者数は８，７４７人，負傷者数は１１８万９５５人であっ

た。

前年と比べると，死者数は３１９人（３．５％）減少

したが，発生件数は１万５，２３５件（１．６％），負傷

者数は２万５，２５８人（２．２％）といずれも増加し

た。

交通事故による死者数は，昭和５６年以来，２０年

ぶりに９，０００人以下となった。一方，発生件数は

９年連続，負傷者数も４年連続で過去最悪を更新

した。

２ 交通死亡事故等の特徴

（１）年齢層別交通事故死者数及び負傷者数

平成１３年中の交通事故死者数を年齢層別にみる

と，６５歳以上の高齢者（３，２１６人）が９年連続で

最も多く，次に１６～２４歳の若者（１，４０２人）と

なっており，この二つの年齢層で全交通事故死者

数の５２．８％を占めている。また，これらの年齢層

の死者数が全死者数に占める割合を，当該年齢層

の人口に占める割合と対比すると，それぞ

れ，２．０倍，１．４倍と他の年齢層に比べて高くなっ

ている。

年齢層別に交通事故死者数を前年と比べる

第１－３表 交通事故による経済的損失

損 失 額

億円
人 身 損 失 １７，２６９
物 的 損 失 １８，０４１
事 業 主 体 の 損 失 ７７２
各種公的機関等の損失 ６，７６９

合 計 ４２，８５０

注 単位未満の数値は四捨五入により整理してあ
るので，合計と合致しない。
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第１－６図　年齢層別人口10万人当たり交通事故死者数の推移�

注　人口は総務省資料により各年10月１日現在の国勢調査又は推計人口，死者数は警察庁

資料による。�

第１－７図　年齢層別交通事故負傷者数の推移�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　（　）内は，年齢層別負傷者数の構成率（％）である。�

と，６５歳以上の高齢者（５０人増），１５歳以下の者

（３９人増）が特に増加し，１６～２４歳の若者（１６１

人減），６０～６４歳の者（１０９人減）が特に減少して

いる。

なお，６５歳以上の高齢者については，６５～７４歳

の者が８人減少し，７５歳以上の者が５８人増加して

いる（第１－５図）。

年齢層別に昭和５４年以降の人口１０万人当たりの

交通事故死者数の推移をみると，１５歳以下の年齢

層は減少傾向が続いていたが，平成１３年は増加し

ている。

また，１６～２４歳の若者は平成２年以降減少傾向

にあり，６５歳以上の高齢者も８年から６年連続減

少している（第１－６図）。

交通事故負傷者数を年齢層別にみると，１６～２４

歳（２６万２，８４５人）が最も多く，全負傷者数の

２２．３％を占めている。前年に比べると，３０～３９歳

（１万４，５３９人増），６５歳以上（３，７１９人増），５０～
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第１－９図　状態別交通事故死者数の推移�

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。�

　　２　（　）内は，状態別死者数の構成率（％）である。�

５９歳（３，４１７人増）を始め１６～２４歳を除くすべて

の年齢層で増加しているが，その増加数は小さく

なっている（第１－７図）。

（２）状態別交通事故死者数及び負傷者数

平成１３年中の交通事故死者数を状態別にみる

と，自動車乗車中が３，７１１人と最も多く，全交通

事故死者数の４２．４％を占めている（第１－８図）。

前年と比べると，自動二輪車乗車中（１８人増）

と自転車乗用中（８人増）を除き減少しており，

特に，自動車乗車中（２４２人減，６．１％減）が大幅

に減少している。

最近の状態別の交通事故死者数の推移をみる

と，以下のような特徴がみられる（第１－９図）。

� 自動車乗車中については，平成８年から

４年連続減少後，１２年に増加し，１３年は減少して

いる。また，依然として全交通事故死者数の４０％

を超えている。

� 歩行中については，平成８年から６年連

続減少した。自転車乗用中については，最近ほぼ

横ばいであったが，１２年に減少後，１３年は増加し

ている。

� 自動二輪車乗車中については，平成７年

以降減少傾向にあったが，１２年から増加傾向にあ

る。

� 原動機付自転車乗車中については，最近

ほぼ横ばいであったが，平成１２年に増加後，１３年

は減少している。

平成１３年中の交通事故負傷者数を状態別にみる

第１－８図 状態別交通事故死者数（平成１３年）

注 警察庁資料による。
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第１－10図　状態別交通事故負傷者数の推移�

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。�

　　２　（　）内は，状態別負傷者数の構成率（％）である。�

第１－11図　年齢層別自動車乗車中の交通事故死者数（平成13年）�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　（　）内は，状態別死者数の構成率（％）である。�

と，自動車乗車中が７３万３，８６６人と最も多く，全

負傷者数の６２．１％を占めている。前年と比べる

と，原動機付自転車乗車中と歩行中以外のすべて

の状態で増加している（第１－１０図）。

（３）状態別・年齢層別の交通事故死者数

平成１３年と１２年の状態別・年齢層別の交通事故

死者数を比較してみると，６５歳以上の自転車乗用

中（５２人増），６５歳以上の自動車乗車中（３５人

増）で増加し，１６～２４歳の自動車乗車中（１３７人

減），４０～４９歳の歩行中（６６人減）で減少してい

る。１３年中の状態別の交通事故死者数を年齢層別

にみると以下のような特徴がみられる。

� 自動車乗車中の死者数については，１６～

２４歳の若者が全体の２０．５％を占め，特に，２０～２４

歳の年齢層で１３．９％を占めている（第１－１１図）。

� 自動二輪車乗車中の死者数について

は，１６～２４歳の若者が全体の４１．１％と，依然とし

て高い構成率となっている。また，原動機付自転
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第１－13図　高齢者の状態別交通事故死者数の推移�

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。�

　　２　（　）内は，高齢者の状態別死者数の構成率（％）である。�

車乗車中の死者数については，１６～１９歳の年齢層

と６５歳以上の高齢者を合わせた構成率が５５．８％と

高くなっている。

� 自転車乗用中の死者数については，６５歳

以上の高齢者が他の年齢層に比べ圧倒的に多く，

全体の５９．０％となっている。なお，負傷者数につ

第１－１２図 若者の状態別交通事故死者数の推移

注 １ 警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
２ （ ）内は，若者の状態別死者数の構成率（％）である。
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第１－14図　若者・高齢者の自動車運転中交通事故死者数の推移�

注　警察庁資料による。�

いては，６５歳以上の高齢者が最も多く（全体の

１５．３％），また１６～１９歳の年齢層の割合も高く

なっている。

� 歩行中の死者数については，６５歳以上の

高齢者が最も多く，全体の６１．８％となっている。

なお，負傷者数については，１２歳以下の子供の占

める割合が６５歳以上の高齢者とともに高くなって

いる。

次に，交通事故死者数の過半数を占める１６～２４

歳の若者と６５歳以上の高齢者について，昭和５４年

以降の状態別の交通事故死者数の推移をみると，

以下のような特徴がみられる。

� １６～２４歳の若者については，自動車乗車

中が昭和６３年以降増加傾向にあったが，平成４年

から減少傾向に転じ，８年から４年連続減少

し，１２年はわずかに増加したが，１３年は大きく減

少している。

また，自動二輪車乗車中については，平成元年

以降減少傾向が続いており，７年から７年連続減

少している（第１－１２図）。

� ６５歳以上の高齢者については，状態別で

最も多い歩行中が平成８年から減少傾向にあ

り，１３年も減少している。また，最近の傾向とし

て自動車乗車中は，７年に自転車乗用中と順位が

入れ替わって以来，増加の傾向にある（第１－１３

図）。特に，自動車運転中の増加が著しく，１３年

には５２６人となり，平成元年の３．０倍になっている

（第１－１４図）。

さらに，平成１３年中の死者数を男女別にみる

と，男性では自動車乗車中，自転車乗用中など歩

行中以外が６８．８％を占め，女性では歩行中が

６５．３％を占めている。

（４）シートベルト着用の有無別死者数

平成１３年中の自動車乗車中の死者数をシートベ

ルト着用の有無別にみると，非着用は２，１６７人で，

前年に比べて１４４人（６．２％）減少している。これ

を年齢層別にみると，特に，１６～２４歳の若者の非

着用の死者数は５０４人で，全非着用死者数の２３．３％

を占めているが，前年に比べると８８人（１４．９％）

減少している。

平成３年以降の自動車乗車中の死者をシートベ

ルト着用の有無別にみると，シートベルト着用者

率（死傷者数中のシートベルトを着用している者

の割合）の向上に伴い，６年以降，着用の死者数

は増加傾向を示し，非着用の死者数は減少してい

る（第１－１５図）。

自動車乗車中の死傷者について着用者率をみる

と，平成５年以降上昇している。着用者の致死率

（交通事故死傷者数に占める死者数の割合）は，

非着用者の致死率の約１１分の１であり，シートベ
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第１－15図　シートベルト着用の有無別自動車乗車中死者数の推移�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　（　）内は着用の有無別死者数の構成率（％）である。�

第１－16図　シートベルト着用有無別致死率及び自動車乗車中�
　　　　　　死傷者のシートベルト着用者率の推移�

注　警察庁資料による。�

ルト着用者率の向上が，自動車乗車中の交通事故

死者数の減少に結びついている（第１－１６図）。

（５）チャイルドシート着用の有無別死者数

平成１３年中の６歳未満幼児の自動車同乗中の死

者数は，前年より１８人増加の４４人であり，車両大

破事故を除いた死者１１人のチャイルドシート着用

の有無は，着用２人，非着用９人であった。

以上の１１人について，チャイルドシート着用有

無等から算出した致死率は，チャイルドシート着

用者が０．０３％，非着用者が０．１９％であり，チャイ

ルドシート非着用者の致死率は着用者の６．３倍と

なっており，チャイルドシートの効果を十分に確

認することができる（第１－４表）。

（６）月別，曜日別，昼夜別交通事故発生状況

ア 月別交通事故発生状況

平成１３年中の交通事故発生状況を月別にみる

第１－４表 チャイルドシート着用の有無別被害者数及び被害率

チャイルドシート
着用の有無

被 害 者 数（人） 被 害 率（％）

死 者 数 重傷者数 軽傷者数 合 計 致 死 率 死亡重傷率

着 用 ２ ４９ ６，６１９ ６，６７０ ０．０３ ０．７６

非 着 用 ９ ７２ ４，５６２ ４，６４３ ０．１９ １．７４

注 １ 警察庁資料による。
２ 大破事故による被害及び着用の有無不明を除く。
３ 致死率＝死者数÷全死傷者数×１００（％）
４ 死亡重傷率＝（死者数＋重傷者数）÷全死傷者数×１００（％）
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第１－17図　月別交通事故死者数及び事故発生件数の推移（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

第１－18図　曜日別一日平均死亡事故発生件数（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

と，そのピークは発生件数が１０月，死者数は，１２

月となっており，年の後半に多くなる傾向が続い

ている（第１－１７図）。

イ 曜日別交通死亡事故発生件数

平成１３年中の交通死亡事故発生件数を曜日別に

みると，月曜日から日曜日までの全体の平均は１

日当たり２３．１件であるのに対し，土曜日が２４．９

件，木，日曜日が２３．６件と週末に交通死亡事故が

多発している（第１－１８図）。

ウ 昼夜別交通事故発生状況

平成１３年中の交通事故発生状況を昼夜別にみる

と，夜間の発生件数が事故全体の３０．１％であるの

に対して，夜間の交通死亡事故発生件数は死亡事

故全体の５３．７％を占めている（第１－１９図）。これ
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第１－19図　昼夜別交通事故発生件数（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

第１－20図　昼夜別死亡事故発生件数の推移�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　夜間とは日没から日の出までの間をいう。�

を交通事故１，０００件当たりの交通死亡事故発生件

数（死亡事故率）でみると，夜間が１５．８件，昼間

が５．９件で夜間は昼間の２．７倍になっている。

昼夜別に交通死亡事故発生件数の推移をみる

と，近年一貫して夜間の発生件数が昼間の発生件

数を上回っている（第１－２０図）。

（７）道路形状別交通死亡事故発生件数

平成１３年中の交通死亡事故発生状況を道路形状

別にみると，交差点内が最も多く（３６．７％），次

いで一般単路（交差点，カーブ，トンネル，踏切

等を除いた道路形状をいう。）（３４．２％），カーブ

（１７．８％）の順になっている（第１－２１図）。
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第１－21図　道路形状別死亡事故発生件数（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

第１－22図　第１当事者別死亡事故発生件数（平成13年）�

注　警察庁資料による。�
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運転操作不適�
696件（8.3％）�

漫然運転�
961件（11.4％）�

その他の�
違反�
720件（8.6％）�

脇見運転�
980件（11.6％）�

信号無視�
443件（5.3％）�

歩行者妨害等�
411件（4.9％）�

優先通行妨害�
273件（3.2％）�

通行区分違反�
398件（4.7％）�

追越違反�
89件（1.1％）�

安全�
不確認�
591件�
（7.0％）�

その他�
591件�
（7.0％）�

歩行者�
315件�
（3.7％）�

酒酔い�
運転�

296件（4.0％）�

一時不停止等�
428件（5.1％）�

当事者不明55件（0.7％）�

合計�
8,414�
件�

安全�
運転義務違反�
3,819件　　　�
（45.4％）　　　�

最高速度違反�
1,167件（13.9％）�

第１－23図　第１当事者の法令違反別死亡事故発生件数�
（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

第１－24図　自動車（第１当事者）運転者の若者・高齢者別�
　　　　　　死亡事故発生件数の推移�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　平成元年を１とした指数�

（８）第１当事者の交通死亡事故発生件数

平成１３年中の第１当事者（交通事故の当事者の

うち，過失が最も重い者又は過失が同程度の場合

は被害が最も軽い者をいう。）の交通死亡事故発

生件数を車種別にみると自家用乗用車（４９．０％），

自家用貨物車（２０．２％）の割合が多い（第１－２２

図）。

第１当事者の法令違反別に交通死亡事故発生件

数をみると，最高速度違反（１３．９％），脇見運転

（１１．６％），漫然運転（１１．４％）の順に多い（第１

－２３図）。

自動車運転者が第１当事者となった死亡事故件

数は，減少傾向で推移している。これを運転者の

年齢層別にみると，１６～２４歳の若者は，平成１３年

には元年の０．５３倍に減少しているのに対し，６５歳

以上の高齢者はほぼ一貫して増加しており，１３年

には元年の２．９７倍に増加している（第１－２４図）。

第１章 道路交通事故の動向
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第１－25図　事故類型別死亡事故発生件数（平成13年）�

注　１　警察庁資料による。�

　　２　横断歩道横断中には，横断歩道付近横断中を含む。�

（９）事故類型別交通死亡事故発生件数

平成１３年中の事故類型別に交通死亡事故発生件

数をみると，車両相互事故が最も多く（４７．５％），

以下，人対車両（２８．３％），車両単独（２３．４％），

列車注１）（０．７％）となっている。さらに，細分類

でみると，出会い頭衝突（１６．５％），工作物衝突

（１６．３％），正面衝突（１３．４％），その他横断中

（横断歩道・横断歩道付近以外での横断中）

（１２．１％）の割合が高くなっている（第１－２５

図）。

３ 高速道路における交通事故発生状況

（１）概 況

高速道路（高速自動車国道及び指定自動車専用

道路（道路交通法第１１０条第１項の規定により国

家公安委員会が指定する自動車専用道路）をい

う。以下同じ。）における平成１３年中の交通事故

発生状況は，高速自動車国道では，交通事故７，７０１

件（うち死亡事故２５１件）が発生し，死者数２９７

人，負傷者数１万３，３３１人である（第１－２６図）。

また，指定自動車専用道路では，交通事故７，０２５

件（うち死亡事故８５件）が発生し，死者数９２人，

負傷者数１万５５７人となっている。高速道路にお

いて，これを前年と比較すると，死者数は２２人

（６．０％）増加し，負傷者数は７０７人（３．０％）増

加した。

（２）高速道路における死亡事故率

高速道路は自動車専用の道路であり，原則とし

て上下線が分離されていることから事故率は低

く，高速自動車国道についてみれば，平成１３年で

１億走行台キロ当たりの交通事故は１１．１件であ

る。

しかし，高速道路は高速走行となるため，わず

かな運転上のミスが事故に結びつきやすく，しか

も一たび事故が発生すると被害が大きく，関係車

両や死者数も多数に及ぶ重大事故に発展すること

が多い。このため，交通事故発生件数に占める死

亡事故件数の割合（死亡事故率）は，その他の道

路の２．６倍となっている。

（３）高速自動車国道における事故類型別及び法

令違反別発生状況

平成１３年中の高速自動車国道における事故類型

別発生状況は，車両相互の事故が事故全体の

注１）列車が当事者となった踏切上の事故

第１編 陸上交通 第１部 道路交通
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第１－26図　高速自動車国道における交通事故発生状況の推移�

注　警察庁及び国土交通省資料による。�

７６．２％，車両単独事故が２２．０％，その他の事故が

１．８％で，車両単独事故の割合が一般道路

（５．６％）に比べ高い。

車両相互の事故では，車線上の停止車への追突

が最も多く，次いで走行車への追突の順になって

いる。

車両単独の事故では，防護さく等への衝突が最

も多く，以下中央分離帯への衝突，工作物への衝

突，転倒，駐車車両（運転者不在）への衝突の順

になっている。

また，平成１３年中の高速自動車国道における法

令違反別発生状況は，前方不注意が交通事故全体

の４０．４％で最も多く，次いで動静不注視（１３．４

％），ハンドル操作不適（９．９％）の順となってい

る。

（４）高速自動車国道における昼夜別交通事故発

生状況

平成１３年中の高速自動車国道における昼夜別交

通事故発生状況をみると，夜間は発生件数が全体

の３６．５％であるのに対し，死亡事故件数は６０．２％

を占めている。これを交通事故発生件数に占める

死亡事故件数の割合（死亡事故率）でみると，夜

間が５．４％，昼間が２．０％で，夜間は昼間の２．７倍

になっている。

第２章 道路交通安全施策の現況

第１節 道路交通環境の整備

１ 道路及び交通安全施設等の現況

（１）道路の現況

我が国の道路は，平成１２年４月１日現在で実延

長１１５万９，７２３キロメートルである。国土交通省で

は，安全で円滑な道路交通環境を確保するため，

高規格幹線道路を始めとする道路ネットワークの

体系的な整備を進めており，道路種別ごとの現況

は，以下のとおりである。

ア 高規格幹線道路

高規格幹線道路は，全国的な自動車交通網を構

成する自動車専用道路網のうち，道路審議会答申

（昭６２）に基づき建設大臣が定めたもので，高速

自動車国道，本州四国連絡道路，一般国道の自動

車専用道路に分類される。

第２章 道路交通安全施策の現況
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